
合計」を、グラフに示しました（図1）。全サイトの最大

個体数の合計は、前年度冬期と比べ約3,300羽減少

（-6.7%）し、継続サイトでは、前年度冬期と比べ約

1,100羽減少（-3.6%）して、2,9545羽と継続サイトの合

計では昨年に続き2000年以降の最小値を更新してし

まいました。 

 最大個体数における優占種の上位5種は、ハマシ

ギ（57.3%）、シロチドリ（7.2%）、ダイゼン（5.6%）、ミユビ

シギ（3.3%）、タゲリ（2.4%）で、上位種に変動はありま

せんでした（図2）。特定の4種（ツクシガモ、クロツラヘ

ラサギ、ヘラサギ、ズグロカモメ）では、ズグロカモメ

が、一斉調査期間に前年度冬期と比べ835羽減少（-

34%）し、1,619羽でした。

曽根干潟や氷川で個体

数が少なかったためで

すが、全サイトの最大個

体数の合計では前年度

3,324羽と大きく変わ ら

ず、3,181羽でした。 
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 モニタリングサイト1000シギ・チドリ類調査の2015年

度冬期概要をお知らせします。 

 2015年度冬期調査は、2015年12月1日から2016年2

月29日までの期間実施されました。114ヶ所の調査サ

イトで調査が実施され、このうち一斉調査（1月10日を

基準日とした前後１週間の調査）への参加は102ヶ所

でした。一斉調査期間では、シギ・チドリ類 37種 

26,722羽、ツクシガモ2,418羽、ヘラサギ14羽、クロツ

ラヘラサギ 267羽、ズグロカモメ1,619羽が記録され、

冬期の全サイトの最大個体数（調査期間内に記録さ

れた各種個体数の最大値）の合計では、シギ・チドリ

類 41種 45,876羽、ツクシガモ5,138羽、ヘラサギ33

羽、クロツラヘラサギ470羽、ズグロカモメ3,181羽が記

録されました。 

 1999年からの「全サイトの最大個体数の合計」と「連

続して調査が継続されているサイトの最大個体数の

 2015年冬期の結果概要   

図１. 冬期調査における全サイトと継続調査しているサイトの最

大個体数合計の推移 （2000年から2015年の継続サイトN=43） 

環境省自然環境局生物多様性センター /NPO法人バードリサーチ 

写真１. ズグロカモメ 

         （写真：三木敏史） 
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図２. 2015年冬期調査の優占種 



 最大個体数の合計の上位

5種の経年変化を図3と図4

に示します。ハマシギは近年

減少傾向にあり、シロチドリ

はモニタリングサイト1000開

始時期から減少傾向が続い

ています。ダイゼン、ミユビシ

ギ、タゲリでは個体数は維持

傾向にありますが、昨年度と

比べると減少し、上位5種全

てで減少しました。特にミユ

ビシギで減少割合が大きく、

前年度冬期と比べ1,055羽

減 少（-37.6%）し、1,749 羽

で、2004年度以降で最小値を記録しました。減少要

因としては、生息環境である砂浜の環境悪化や面積

の減少が考えられます。また、シギ・チドリ類全体的な

減少については、黄海沿岸の湿地の埋め立てによる

生息地減少が要因になっている可能性があります

（Yang et al. 2011）。 

 特定の4種（ツクシガモ、ク

ロツラヘラサギ、ヘラサギ、

ズグロカモメ）の経年変化を

図5と図6に示します。昨年

度冬期はヘラサギが過去最

大数を記録し、今年度は減

少しましたが、34羽と過去3

番目に多い記録になってい

ます。ツクシガモ、ズグロカモメは減少しましたが、クロ

ツラヘラサギは継続して増加傾向にあります。世界の

総数も増加しており（Hong Kong Bird Watching Soci-

ety 2015）、重要な越冬地のひとつである日本でも同

様の傾向が表れています。 

  クロツラへラサギは増加傾向 

 Sep. 2016 

写真２. ハマシギ（上）とシロチ

ドリ（下）     （写真：三木敏史） 
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  ミユビシギが減少大 

写真3. クロツラヘラサギ  

        （写真：三木敏史） 

図6. クロツラヘラサギとヘラサギの総数の推移 

図5. ツクシガモとズグロカモメの総数の推移 
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図3. ハマシギの総数の推移 

図4. シロチドリ、ダイゼン、ミユビシギ、タゲリの総数の推移 
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